第６学年　理科学習指導案
日　時　平成25年11月22日（金）第３校時　　　　
場　所　御嵩町立上之郷小学校　理科室
授業者　第６学年理科担当　　　　　　　　　
１　単元名　『　大地のつくりと変化　』
２　ねらい　　
資料で調べたり，モデル実験を見たりして，地震による土地の変化について理解できるようにする。　
３　展開　（８時/全１０時）　
	過程
	学　習　活　動
	指導・援助・留意点
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	１、地震の土地の変化について関心を持つ。
○どうしてこの写真のような山崩れが起きたと思いますか？
・大雨で。・地震で崩れた。

２、課題をつかむ。
　　地震により、土地はどのように変化するのだろう。
３、地震による土地の変化について知っていることを話し合う。
・地面や山が崩れる。
・地層が曲がる。
・地面が割れる。
・地面から水が吹き出ることがある。
４、地震による土地の変化について資料を基に調べる。
・山崩れ，地割れがおきる。
・断層ができる。

・液状化で地下の物が浮き上がったり，地上の物が沈んだりする。

５、地震が起きる仕組み，地震による土地の変化のモデル実験を行い，そのメカニズムを知る。
○地震が起きると，どうして土地の変化が起きるのだろう。
・地面の下に力がたまっていて，地面が耐えられなくなってはじ

　けたときに，地震が起こる。

・チョークに力を加えて，ベキッと折れるのと同じことだ。
・液状化実験では，地中に水分が多いときは，揺れることで物が浮
き上がったり沈んだりすることが分かった。水があふれてきた。
・断層ができる実験では，地面に力が加わって，地層が折れてず
れることが分かった。
６、本時のまとめをする。


地震により，地割れや断層，液状化などの土地の変化が起こ
ることがある。
○御嵩町では地面の下に亜炭鉱の穴があり、地震で落盤する可能性がある。

	・山崩れの様子の写真を観察し，原因を
考えさせる。
・大雨や地震で土地が崩れることを確認し、地震による土地の変化について課題意識を持たせる。　
・生活経験，既習内容，関心意欲などの
面から，発言できた子を認める。
・テレビ画像を全員に視聴させ、土地の変化の様子をとらえさせる。
・断層や液状化の用語を教える。
・「万力でチョークを圧迫する断層モデル実験」（教師演示）（見る視点＝チョークの割れ方）
・「液状化モデル実験」（グループ実験）
（見る視点＝地面の様子と地面付近のものの変化）
・「断層形成モデル実験」（教師演示）　　　　（見る視点＝地層の変化の様子）
・モデル実験と実際の土地の変化の現象
とを関連づけて考えさせる。
・土地の変化について気づいたことを発言させる。

【防災教育の観点】
≪知識・理解≫
地震による土地の変化にはどのようなものがあるのかを知ることができる。

【人権教育の観点】
≪認識力≫

地震による土地の変化を，モデル実験と関連づけて合理的に考えることができるようにする。
【評価規準】
地震による土地の変化について，理解を深めている。＜知識・理解＞


